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燃料電池発電システムの最近の動向

総合技術研究所

＜裏旨＞ 燃料電池は，水の電気分解の逆の原理で，化学エネIレギーを直接， 電 気エネJレギーに変換す
る装置であり，①エネルギー変換効率が高いこと，®適宜拡張できるため将来の需要増加を見越して大
容量設備を建設する必要がないこと，④反応によって生成するのが水だけで環境問題がないこと，などの
特徴を有するので，将来有望な電源として注目されている。当社ではこのような燃料電池の将来性 に着
目し，昭和48年度以来研究に取り組んでいる。また，国内では 56 年度から ムー ンライト計画にとり上げ
られ，各方面で研究開発が進められている。以下最近の開発動向を中心に紹介する。

1. 燃料電池の種類と発電システム
一般に燃料電池は，第1表のように電解質によ

って4つに分類される。
このうち第一世代のリン酸形が，最も早く実用

化されるとみられているが，第二，第三世代でさ
らに高い効率を実現するための研究も進められて
いる。

また燃料が天然ガスの場合のジステ ムの基本的
構成を第1図に示す。
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第1図 燃料電池発電システムの基本構成
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2. 燃料電池技術開発の現状

(1) わが国における燃料電池開発の中心となる
ものは， ムー ンライト計画の一環として56年度か
ら発足したフ゜ ロジェクトであり，そのスケジュ ー

ルを第2図に示す。

このフ゜ ロジェクトでは，4つの形すべてが採用
されているが，重点開発項目はリン酸形であり，
要素研究が先行し，61年度に実証試験を行う予定
になっている。

このうちリン酸形の要素研究は，当面第2表に
示すように高温高圧形（火力代替用）と低湿低圧
形（分散配置用）の2グJレープに大別して重電メ
ー カ,- 4社に委託されている。

また，燃料電池を使った地域エネルギージステ
ムの省エネルギ一性及び経済性についても，評価
手法の研究が資源エネルギー庁を中心に行われて
いる。
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